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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
各
位
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
森
林
組
合
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
改
め
ま
し
て
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
番
の
印
象
は
自
然
災
害
の
多
さ
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。台
風
七
号
と
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
、西
日
本
豪
雨
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
四
国
、
近
畿
地
方
へ
の
記
録
的
な
暴
風
や
高
潮
の
被
害
、
北
海
道
胆
振
地
方
を

襲
っ
た
震
度
七
の
地
震
や
六
月
の
大
阪
北
部
地
震
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
県
内
で
も
八
月
の
大
雨
に
よ
る
林
道
の
崩
壊
や
農
地
へ
の
被
害
、
特
に
、
戸

沢
村
の
蔵
岡
地
区
の
水
害
に
よ
る
床
上
浸
水
な
ど
数
え
き
れ
な
い
自
然
災
害
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
森
林
の
保
水
能
力
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
日
頃
の
森
林
整
備
の
重
要
性
を
実
感
致
し
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
環
境
に

対
す
る
森
林
の
占
め
る
役
割
の
大
き
さ
に
再
認
識
し
、
弛
ま
ぬ
森
林
整
備
の
必
要
性
を

痛
感
致
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
林
業
界
の
最
大
の
関
心
事
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲

の
低
下
や
所
有
者
不
明
森
林
の
増
加
等
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と

森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林
の
経
営
管
理
を
市
町
村
や
意
欲
と

能
力
の
あ
る
民
間
事
業
体
に
よ
っ
て
持
続
的
に
行
う
措
置
を
内
容
と
す
る
「
森
林
経
営

管
理
法
」
の
成
立
が
昨
年
の
五
月
に
あ
り
、
い
よ
い
よ
、
本
年
四
月
か
ら
譲
与
税
と
い

う
形
で
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
森
林
組

合
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
今
以
上
に
求
め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
市
町
村
か
ら
経
営
管
理
権
の
設
定
に
あ
た
っ
て
意
向
調
査
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
が
経
営
管
理
を
行
う
事
を
希
望
す
る
場
合
、
市
町
村
へ

委
託
す
る
事
を
希
望
す
る
場
合
、
所
有
者
不
明
で
回
答
が
な
い
場
合
、
寄
附
や
買
い
取

り
の
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
の
四
つ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
事
に
な
ろ
う
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

森
林
組
合
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
森
林
林
業
に
関
わ
る
全
て
の
事
業
に
つ
い
て
、
組

合
員
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
と
い
う
事
を
考
え
な
が
ら
、
こ
の
法
律
に
向
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
ず
は
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
が

重
要
で
あ
り
、
組
合
員
と
の
経
営
委
託
契
約
に
基
づ
い
て
着
実
に
森
林
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

是
非
、
所
有
山
林
に
関
す
る
す
べ
て
の
ご
相
談
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

山
形
県
に
於
き
ま
し
て
は
、「
山
形
県
水
資
源
条
例
」
や
「
山
形
県
の
豊
か
な
森
林

資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
条
例
」
通
称
、
森
林
ノ
ミ
ク
ス
推
進
条
例
の
制
定
を
し
、

再
造
林
推
進
機
構
の
設
立
に
よ
っ
て
安
定
供
給
と
循
環
利
用
に
道
筋
を
つ
け
た
意
義
は

極
め
て
多
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
推
進
に
よ
っ
て
、
素
材
生
産
量
は
、
約
四
九
万
立
方
と
な
っ
て
お
り
拡
大

傾
向
に
あ
り
、
目
標
の
六
〇
万
立
法
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
出
口
対
策
は
、
新
庄
市
に
大
型
集
成
材
工
場
、
真
室
川
町
に
既
存
の
大
型
製

材
所
、
新
庄
市
や
酒
田
市
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼
働
し
、
併
せ
て
ペ
レ
ッ
ト
工
場

や
チ
ッ
プ
工
場
が
稼
働
す
る
な
ど
木
材
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
利
用
で
き
る
仕
組
み
が
構

築
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

人
材
の
育
成
に
関
し
て
は
、
農
林
大
学
校
の
第
二
期
生
が
四
月
に
卒
業
し
各
林
業
界

に
就
職
し
、
若
い
活
力
あ
る
人
材
が
、
木
材
の
生
産
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
造
林
事
業
の
人
材
に
つ
い
て
は
、
以
前
と
し
て
頭
の
痛
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
技
術
革
新
に
よ
っ
て
重
労
働
で
あ
る
下
刈
り
作
業
の
軽
減
な
ど
各
地

で
取
り
組
み
は
あ
る
も
の
の
現
実
的
な
効
果
は
、
い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

の
研
究
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
獣
被
害
の
ニ

ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
西
日
本
の
林
業
に
対
す
る
獣
被
害
の

大
き
さ
を
知
っ
た
時
、
何
と
か
今
の
う
ち
に
対
策
を
講
じ
る
事
が
今
後
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
県
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
具
体
的
な
対
策
を
実
施

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
構
築
は
、
今
後
、
最
も
必
要
で
あ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
森
林
整
備
は
、
今
後
の
林
業
の
成
長
産
業
化
を
後
押
し
す
る
重
要
な
鍵
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
展
望
と
課
題
を
抱
え
な
が
ら
の
三
十
一
年
度
に
な
り
ま
す
が
、
木
材

が
動
き
そ
れ
に
伴
っ
て
雇
用
が
生
ま
れ
中
山
間
地
の
活
性
化
が
計
ら
れ
れ
ば
森
林
組
合

の
地
域
に
お
け
る
地
位
の
向
上
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
森
林
組
合
も
組
合
員
の
皆
様
と
と
も
に
林
業
の
再
生
・
地
域
の
再
生
に
頑
張
っ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い

を
し
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

最
上
広
域
森
林
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長
　
　
　

佐
　
藤
　
景
一
郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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　平成30年度から再造林推進機構が具体的に基金の造成と経費補助をスタートさせております。また、現

場向けのルールブックにあたる「皆伐・更新施業の手引き」を作成いたしました。

　県内では、特に、ここ最上地方に大型集成材工場や既存の大型製材工場、また、バイオマス発電所が稼働

しており木材需要が増加しております。これに伴って木材の安定供給の意味合いからも皆伐後の再造林が大

きな課題となっております。しかしながら、材価の低迷などによって再造林費用が捻出できない状況が続い

ておりましたが、これを、何とか所有者負担ゼロにするために民間企業が一丸となって再造林推進機構を立

ち上げました。県森連・県木産協・庄司製材所・協和木材・などが会員となり同機構と協定を締結し原木の

生産者、流通者、購入者から１ｍ３あたり20円の協力金を徴収し、寄付金を合わせて再造林経費の10％

造林面積１ha当り10万円を限度として助成するものであります。

　つまり再造林経費の負担割合は、国費68％緑環境税12％県費10％再造林推進基金から10％の負担を

行い所有者負担ゼロを目指す仕組みという事になります。

山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について山形県再造林推進機構について

原木

原木の安定供給

原木

①原木生産者 ②原木流通業者 ③原木購入者 趣旨に賛同する企業・団体等
からの寄附金も受付ける
（幅広に声がけ）

1.苗木生産者
2.森林の恩恵を受けている企業、団体等
（例）・木質バイオマス発電所
　　・住宅資材業界
　　・木材チップ・パルプ業界　等

林業・木材産業に関わる７団体で組織し、
森林再生基金の適正かつ円滑な運用を図
るための組織です

森林所有者

伐採
（主伐）
の促進

再造林の
確実な
実行

資
源
の
循
環

県補助金
（標準経費の90％）

山形県森林再生基金
〔 山形県再造林推進機構が運営 〕再造林助成金

上限10万円/ha

協力金
20円/㎥

協力金
20円/㎥

協力金
20円/㎥ 寄附金
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税込 600円税込 4,320円 税込 5,832円
トンビマイタケ（余目河村）
菌床玉  ６コ入  １ケース

春の植菌の時期が近づいています春の植菌の時期が近づいています

マイタケ（余目河村）
原木  ５本入  １ケース

トンビマイタケ（最上まいたけ）
菌床玉  １コ

森 産 業 余目河村
1,000 ヶ入（9.2mm） 500 ヶ入（8.5mm）

なめこ、しいたけ、ブナカノカ、ヒラタケ
ムキタケ、クリタケ、エノキタケ、キクラゲ
タモギタケ

※その他、大貫・日本きのこセンター等もご希望により取り寄せ可能です。
（少量の場合は送料が個人負担となる場合があります。お早めにご連絡下さい）

最上広域森林組合
ＴＥＬ  0233（62）2102
ＦＡＸ  0233（62）2953

なめこ１号　晩生、なめこ２号　中生
なめこ３号　早生、しいたけ　290号

税込 1,566円税込 3,564円

¥14,580（税込） ¥14,796（税込） ¥15,811（税込）

メールアドレス   soumu@mogami-morikumi.or.jp
ＨＰアドレス   mogami-morikumi.or.jp

種駒 及び オガ菌の購入なら
当組合に!!

アラミド繊維を本体に使用し、高い
耐切創性、耐貫通性を発揮し、とて
も丈夫です。
※H31.４以降値上がりになります。

とにかく軽く折れにくい長靴で長時
間履いて歩いても疲れにくいのが特
徴です。また、足首の部分が柔らか
い為、締具付きになっています。

当店で取り扱っている長靴の中では
一番の売れ筋商品であり、林業の現
場では広く活躍している長靴です。

マイティーブーツ 岩　礁ＳＧサプラーⅡ

その他、林業用の資材も多数取り揃えています。

組合員の皆様へ
住所や氏名に変更が生じ
た際は、手続きが必要と
なりますので、当組合ま
でご連絡下さい。


